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～土砂災害に備えて～

砂防えん堤の安全性を確認しました！

６月８日付けで「点検の実施について」お知らせしましたが、今回その「結果」をお知らせします。○

太田川河川事務所では、平成13年度より広島西部山系（広島市・廿日市市・大竹市の一部）に○

おいて直轄砂防事業を推進しています。

砂防施設の機能及び付随する施設の安全性について点検○本格的な梅雨・台風シーズンを前に

を本日６月１０日に実施しました。

○ 。点検の方法は、目視、触診及び簡易な計測により行いました

すべての施設において ので、その結果をお知らせ○ 重大な危険又は支障は認められませんでした

。します

点検範囲は している下記の砂防えん堤です。● 平成13年度事業着手から現在までに完成

広島市安佐南区相田 ： 相田３号、海田が原砂防堰堤

広島市安佐南区高取 ： 高取１号堰堤

広島市安佐北区可部 ： 上ヶ原、中野１号砂防堰堤

廿日市市宮園・四季が丘 ： 四季が丘1号、２号、３号、６号砂防堰堤

宮園１号、２号、３号、４号、５号砂防堰堤

廿日市市大野町三鎗谷 ： 三鎗谷砂防堰堤

大竹市湯舟 ： 湯舟砂防堰堤

大竹市玖波 ： 玖波砂防堰堤

計 ７地区、１６渓流、１７基の砂防えん堤で実施しました。
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点検の様子(写真）

昨年度と比べて、流路工の堆積土砂はありませんでした。また、コンクリートのひび
割れは確認されませんでした。（四季が丘6号砂防えん堤下流部）

安全施設を確認し、安全施設に巻き付いた草は除去しまし
た。（四季が丘２号砂防えん堤）

のり面のゆるみは確認されませんでした。また、流路工の洗
掘、ひび割れは確認されませんでした。（宮園３号砂防えん堤）

管理施設の側溝に土砂が堆積していたため、掃除をしま
した。（玖波砂防えん堤）

里道ののり面が崩れていなか、階段に損傷がないか確認し
ました。（高取１号砂防えん堤）




